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小学校外国語の専門人材育成・確保事業 
（MEIKAI-JOE） 事前課題

（１）小学校学習指導要領（平成29年公示）解説　
『外国語活動・外国語編』に目を通しておくいて下さ
い。（以下からも入手可能） 
https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/
1387014.htm 

（２）以下のビデオ『平五小210日の軌跡-モデルケー
スで学ぶ2020年小学校英語教科化』を視聴して、担任
教諭がどのように変容したかを考えておいて下さい。 
https://youtu.be/u_twHssVMZM

Ⅰ．学習指導要領改訂 
の方向性

背景： 子どもたちの未来
• 現在の子どもたちの65%は、大学卒業後、今は存
在していない職業に就く（キャシー・デビッドソン
［ニューヨーク市立大学大学院センター教授］） 

• 今後10～20年程度で約47%の仕事が自動化され
る可能性が高い（マイケル・Ａ・オズボーン［オック
スフォード大学准教授］） 

• 2030年までには週15時間程度働けば済むように
なる（ジョン・メイナード・ケインズ［経済学者］）

→ 現状をベースに子どもたちの未来を考えない



背景： 子どもたちの未来

• Volatility （変動性） 
• Uncertainty （不確実性） 
• Complexity （複雑性） 
• Ambiguity （曖昧性）

“VUCA” World
将来を見通すこ
とが困難で、

「正解」の 
ない時代

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/053/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/08/02/1375316_2_1.pdf

http://www.mext.go.jp/b_menu/shingi/chukyo/chukyo3/053/siryo/__icsFiles/afieldfile/2016/08/02/1375316_2_1.pdf

教員による一方向的な講義形式の教育とは異なり、学
修者の能動的な学修への参加を取り入れた教授・学習
法の総称。学修者が能動的に学修することによって、
認知的、倫理的、社会的能力、教養、知識、経験を含
めた汎用的能力の育成を図る。発見学習、問題解決学
習、体験学習、調査学習等が含まれるが、教室内での
グループ・ディスカッション、ディベート、グループ・
ワーク等も有効なアクティブ・ラーニングの方法であ
る。　　　　　　　（文部科学省中教審答申 2012）

アクティブ・ラーニング



アクティブ・ラーニング

主体的・対話的で 
深い学び

1． 自分から進んで取り組む力（主体性） 
2． 友だちと協力する力（協働性） 
3． 自分らしく表現する力（創造性） 
4． 自分で決める力（自己決定力） 
5． 問題を解決する力（問題解決力） 
6． 自分を伸ばす力（自己成長力）

アクティブ・ラーニングで育てたい 
資質・能力 （田中 2016）

アクティブ・ラーニングの 
授業展開の基本 （田中 2016）

１．学習課題の提示
２．解決の見通し
３．自己解決
４．協働解決
５．一斉点検

６．まとめと振り返り

Bloom’s Taxonomy (revised)

理解する understanding

応用する applying

分析する analyzing

評価する evaluating

記憶する remembering

創造する creating上位思考 
スキル 
higher 
order 

thinking 
skills 

(HOTS)
下位思考 
スキル 
lower 
order 

thinking 
skills 

(LOTS)

教育目標分類（改訂版）



Teaching Others 人に教える

Practice 実際にやってみる

Group Discussion 話し合う

Demonstration 実演を見る
Audio-Visual 視聴覚教材

Reading 文献を読む

Lecture 講義を聞く

ラーニング・ピラミッド

Ⅱ．学習指導要領改訂 
の内容

http://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/1384661.htm



負担増表現の幅を 
広げる

(２) ２の内容の取扱いについては，次の事項に配慮する
ものとする。 
 ア ２の(１)に示す言語材料については，平易なものか

ら難しいものへと段階的に指導すること。また，
児童の発達の段階に応じて，聞いたり読んだりす
ることを通して意味を理解できるように指導すべ
き事項と，話したり書いたりして表現できるよう
に指導すべき事項とがあることに留意すること。

 オ 言語活動で扱う題材は，児童の興味・関心に合ったも
のとし，国語科や音楽科，図画工作科など，他の教科
等で児童が学習したことを活用したり，学校行事で扱
う内容と関連付けたりするなどの工夫をすること。
（小学校） 

 オ 言語活動で扱う題材は、生徒の興味・関心に合ったも
のとし、国語科や理科、音楽科など、他の教科等で学
習したことを活用したり、学校行事で扱う内容と関連
付けたりするなどの工夫をすること。（中学校）

(３) 教材については，次の事項に留意するものとする。 
 イ 英語を使用している人々を中心とする世界の人々や日本人の

日常生活，風俗習慣，物語，地理，歴史，伝統文化，自然な
どに関するものの中から，児童の発達の段階や興味・関心に
即して適切な題材を変化をもたせて取り上げるものとし，次
の観点に配慮すること。 

  (ア) 多様な考え方に対する理解を深めさせ，公正な判断力を
養い豊かな心情を育てることに役立つこと。 

  (イ) 我が国の文化や，英語の背景にある文化に対する関心を
高め，理解を深めようとする態度を養うことに役立つこと。 

  (ウ) 広い視野から国際理解を深め，国際社会と向き合うこと
が求められている我が国の一員としての自覚を高めるととも
に，国際協調の精神を養うことに役立つこと。



たべもの

理科 
食物連鎖 
発芽と養分

社会科 
原産地 
稲作

家庭科 
栄養素 
献立

国語 
詩 
物語

算数 
単位 

小数／分数

図工 
写生 
配色

目標

小学校 中学校 高等学校
外国語を通じて、言
語や文化について体
験的に理解を深め、
積極的にコミュニケ
ーションを図ろうと
する態度の育成を図
り、外国語の音声や
基本的な表現に慣れ
親しませながら、コ
ミュニケーション能
力の素地を養う。

外国語を通じて、言
語や文化に対する理
解を深め、積極的に
コミュニケーション
を図ろうとする態度
の育成を図り、聞く
こと、話すこと、読
むこと、書くことな
どのコミュニケーシ
ョン能力の基礎を養
う。

外国語を通じて、言
語や文化に対する理
解を深め、積極的に
コミュニケーション
を図ろうとする態度
の育成を図り、情報
や考えなどを的確に
理解したり適切に伝
えたりするコミュニ
ケーション能力を養
う。

これまでの学習指導要領 目標： 外国語活動（３・４年生）
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方
を働かせ、外国語による聞くこと、話すことの言語活動
を通して、コミュニケーションを図る素地となる資質・
能力を次のとおり育成することを目指す。 
 (１) 外国語を通して、言語や文化について体験的に理

解を深め、日本語と外国語との音声の違い等に気
付くとともに、外国語の音声や基本的な表現に慣
れ親しむようにする。 

 (２) 身近で簡単な事柄について、外国語で聞いたり話
したりして自分の考えや気持ちなどを伝え合う力
の素地を養う。 

 (３) 外国語を通して、言語やその背景にある文化に対
する理解を深め、相手に配慮しながら、主体的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとす
る態度を養う。



外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国
語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通し
て、コミュニケーションを図る基礎となる資質・能力を次のとおり育成
することを目指す。 
 (１)  外国語の音声や文字、語彙、表現、文構造、言語の働きなどに

ついて、日本語と外国語との違いに気付き、これらの知識を理
解するとともに、読むこと、書くことに慣れ親しみ、聞くこ
と、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニケー
ションにおいて活用できる基礎的な技能を身に付けるようにす
る。 

 (２)  コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、身
近で簡単な事柄について、聞いたり話したりするとともに、音
声で十分に慣れ親しんだ外国語の語彙や基本的な表現を推測し
ながら読んだり、語順を意識しながら書いたりして、自分の考
えや気持ちなどを伝え合うことができる基礎的な力を養う。 

 (３) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、他者に配慮しな
がら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと
する態度を養う。

目標： 外国語（５・６年生）
外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働か
せ，外国語による聞くこと，読むこと，話すこと，書くことの言
語活動を通して，簡単な情報や考えなどを理解したり表現したり
伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・能力を次のと
おり育成することを目指す。 
 (１) 外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどを理解

するとともに，これらの知識を，聞くこと，読むこと，話
すこと，書くことによる実際のコミュニケーションにおい
て活用できる技能を身に付けるようにする。 

 (２) コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じ
て，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で簡単
な情報や考えなどを理解したり，これらを活用して表現し
たり伝え合ったりすることができる力を養う。 

 (３) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読
み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的に外国語を
用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

目標： 中学校

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国
語による聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動及びこれ
らを結び付けた統合的な言語活動を通して、情報や考えなどを的確に理
解したり適切に表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る
資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 
 (1) 外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどの理解を深

めるとともに、これらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこ
と、書くことによる実際のコミュニケーションにおいて、目的
や場面、状況などに応じて適切に活用できる技能を身に付ける
ようにする。 

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日
常的な話題や社会的な話題について、外国語で情報や考えなど
の概要や要点、詳細、話し手や書き手の意図などを的確に理解
したり、これらを活用して適切に表現したり伝え合ったりする
ことができる力を養う。 

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、
話し手、書き手に配慮しながら、主体的、自律的に外国語を用
いてコミュニケーションを図ろうとする態度を養う。

目標： 高等学校 目標の改善
外国語の学習においては、語彙や文法等の個別
の知識がどれだけ身に付いたかに主眼が置かれ
るのではなく、児童生徒の学びの過程全体を通
じて、知識・技能が、実際のコミュニケーショ
ンにおいて活用され、思考・判断・表現するこ
とを繰り返すことを通じて獲得され、学習内容
の理解が深まるなど、資質・能力が相互に関係
し合いながら育成されることが必要である。

『小学校学習指導要領解説 外国語編』 (2017)

目標の改善



学習指導の改善・充実
•言語材料については、発達の段階に応じて、児童が受
容するものと発信するものとがあることに留意して指
導することを明記した。 
•「推測しながら読む」ことにつながるよう、音声で十
分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現につい
て、音声と文字とを関連付けて指導することとした。 
•文及び文構造の指導に当たっては、文法の用語や用法
の指導を行うのではなく、言語活動の中で基本的な表
現として繰り返し触れることを通して指導することと
した。

『小学校学習指導要領解説 外国語編』 (2017)

文法の知識
•宣言的知識（declarative knowledge）： 
意識的、明示的な知識（explicit knowledge）；
授業の説明や教材の学習によって得られる 

•手続き的知識（procedural knowledge）： 
無意識的、暗示的な知識（implicit 

knowledge）；コミュニケーションの中で自然
に身につける

聞くこと
小学校 
外国語活動

小学校 
外国語

中学校 
外国語

ア．ゆっくりはっきりと話さ
れた際に，自分のことや身の
回りの物を表す簡単な語句を
聞き取るようにする。 
イ．ゆっくりはっきりと話さ
れた際に，身近で簡単な事柄
に関する基本的な表現の意味
が分かるようにする。 
ウ．文字の読み方が発音され
るのを聞いた際に，どの文字
であるかが分かるようにす
る。

ア．ゆっくりはっきりと話さ
れれば，自分のことや身近で
簡単な事柄について，簡単な
語句や基本的な表現を聞き取
ることができるようにする。 
イ．ゆっくりはっきりと話さ
れれば，日常生活に関する身
近で簡単な事柄について，具
体的な情報を聞き取ることが
できるようにする。 
ウ．ゆっくりはっきりと話さ
れれば，日常生活に関する身
近で簡単な事柄について，短
い話の概要を捉えることがで
きるようにする。

ア．はっきりと話されれば，
日常的な話題について，必要
な情報を聞き取ることができ
るようにする。 
イ．はっきりと話されれば，
日常的な話題について，話の
概要を捉えることができるよ
うにする。 
ウ．はっきりと話されれば，
社会的な話題について，短い
説明の要点を捉えることがで
きるようにする。

話すこと［やり取り］
小学校 

外国語活動
小学校 
外国語

中学校 
外国語

ア．基本的な表現を用いて挨
拶，感謝，簡単な指示をした
り，それらに応じたりするよ
うにする。 
イ．自分のことや身の回りの
物について，動作を交えなが
ら，自分の考えや気持ちなど
を，簡単な語句や基本的な表
現を用いて伝え合うようにす
る。 
ウ．サポートを受けて，自分
や相手のこと及び身の回りの
物に関する事柄について，簡
単な語句や基本的な表現を用
いて質問をしたり質問に答え
たりするようにする。

ア．基本的な表現を用いて指
示，依頼をしたり，それらに
応じたりすることができるよ
うにする。 
イ．日常生活に関する身近で
簡単な事柄について，自分の
考えや気持ちなどを，簡単な
語句や基本的な表現を用いて
伝え合うことができるように
する。 
ウ．自分や相手のこと及び身
の回りの物に関する事柄につ
いて，簡単な語句や基本的な
表現を用いてその場で質問を
したり質問に答えたりして，
伝え合うことができるように
する。

ア．関心のある事柄につい
て，簡単な語句や文を用いて
即興で伝え合うことができる
ようにする。 
イ．日常的な話題について，
事実や自分の考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文
を用いて伝えたり，相手から
の質問に答えたりすることが
できるようにする。 
ウ．社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことにつ
いて，考えたことや感じたこ
と，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて述べ合うこ
とができるようにる。



話すこと［発表］
小学校 
外国語活動

小学校 
外国語

中学校 
外国語

ア．身の回りの物について，
人前で実物などを見せなが
ら，簡単な語句や基本的な表
現を用いて話すようにする。 
イ．自分のことについて，人
前で実物などを見せながら，
簡単な語句や基本的な表現を
用いて話すようにする。 
ウ．日常生活に関する身近で
簡単な事柄について，人前で
実物などを見せながら，自分
の考えや気持ちなどを，簡単
な語句や基本的な表現を用い
て話すようにする。

ア．日常生活に関する身近で
簡単な事柄について，簡単な
語句や基本的な表現を用いて
話すことができるようにす
る。 
イ．自分のことについて，伝
えようとする内容を整理した
上で，簡単な語句や基本的な
表現を用いて話すことができ
るようにする。 
ウ．身近で簡単な事柄につい
て，伝えようとする内容を整
理した上で，自分の考えや気
持ちなどを，簡単な語句や基
本的な表現を用いて話すこと
ができるようにする。

ア．関心のある事柄につい
て，簡単な語句や文を用いて
即興で話すことがきるように
する。 
イ．日常的な話題について，
事実や自分の考え，気持ちな
どを整理し，簡単な語句や文
を用いてまとまりのある内容
を話すことができるようにす
る。 
ウ．社会的な話題に関して聞
いたり読んだりしたことにつ
いて，考えたことや感じたこ
と，その理由などを，簡単な
語句や文を用いて話すことが
できるようにする。

読むこと
小学校 
外国語

中学校 
外国語

ア．活字体で書かれた文字を識
別し，その読み方を発音するこ
とができるようにする。 
イ．音声で十分に慣れ親しんだ
簡単な語句や基本的な表現の意
味が分かるようにする。

ア．日常的な話題に関して，簡単
な語句や文で書かれたものから必
要な情報を読み取ることができる
ようにする。 
イ．日常的な話題に関して，簡単
な語句や文で書かれた短い文章の
概要を捉えることができるように
する。 
ウ．社会的な話題に関して，簡単
な語句や文で書かれた短い文章の
要点を捉えることができるように
する。

書くこと
小学校 
外国語

中学校 
外国語

ア．大文字，小文字を活字体で
書くことができるようにする。
また，語順を意識しながら音声
で十分に慣れ親しんだ簡単な語
句や基本的な表現を書き写すこ
とができるようにする。 
イ．自分のことや身近で簡単な
事柄について，例文を参考に，
音声で十分に慣れ親しんだ簡単
な語句や基本的な表現を用いて
書くことができるようにする。

ア．関心のある事柄について，簡単
な語句や文を用いて正確に書くこと
ができるようにする。 
イ．日常的な話題について，事実や
自分の考え，気持ちなどを整理し，
簡単な語句や文を用いてまとまりの
ある文章を書くことができるように
する。 
ウ．社会的な話題に関して聞いたり
読んだりしたことについて，考えた
ことや感じたこと，その理由など
を，簡単な語句や文を用いて書くこ
とができるようにする。

聞くこと：比較
小学校 

外国語活動
小学校 
外国語

中学校 
外国語

ア．ゆっくりはっきりと話さ
れた際に，自分のことや身の
回りの物を表す簡単な語句を
聞き取るようにする。 
イ．ゆっくりはっきりと話さ
れた際に，身近で簡単な事柄
に関する基本的な表現の意味
が分かるようにする。 
ウ．文字の読み方が発音され
るのを聞いた際に，どの文字
であるかが分かるようにす
る。

ア．ゆっくりはっきりと話さ
れれば，自分のことや身近で
簡単な事柄について，簡単な
語句や基本的な表現を聞き取
ることができるようにする。 
イ．ゆっくりはっきりと話さ
れれば，日常生活に関する身
近で簡単な事柄について，具
体的な情報を聞き取ることが
できるようにする。 
ウ．ゆっくりはっきりと話さ
れれば，日常生活に関する身
近で簡単な事柄について，短
い話の概要を捉えることがで
きるようにする。

ア．はっきりと話されれば，
日常的な話題について，必要
な情報を聞き取ることができ
るようにする。 
イ．はっきりと話されれば，
日常的な話題について，話の
概要を捉えることができるよ
うにする。 
ウ．はっきりと話されれば，
社会的な話題について，短い
説明の要点を捉えることがで
きるようにする。



聞くこと
高等学校 

英語コミュニケーションⅠ
高等学校 

英語コミュニケーションⅡ
高等学校 

英語コミュニケーションⅢ
ア．日常的な話題について、
話される速さや、使用される
語句や文、情報量などにおい
て、多くの支援を活用すれ
ば、必要な情報を聞き取り、
話し手の意図を把握できるよ
うにする。 
イ．社会的な話題について、
話される速さや、使用される
語句や文、情報量などにおい
て、多くの支援を活用すれ
ば、必要な情報を聞き取り、
概要や要点を目的に応じて捉
えることができるようにす
る。

ア．日常的な話題について、
話される速さや、使用される
語句や文、情報量などにおい
て、一定の支援を活用すれ
ば、必要な情報を聞き取り、
話の展開や話し手の意図を把
握できるようにする。 
イ．社会的な話題について、
話される速さや、使用される
語句や文、情報量などにおい
て、一定の支援を活用すれ
ば、必要な情報を聞き取り、
概要や要点、詳細を目的に応
じて捉えることができるよう
にする。

ア．日常的な話題について、
話される速さや、使用される
語句や文、情報量などにおい
て、支援をほとんど活用しな
くても、必要な情報を聞き取
り、話の展開や話し手の意図
を把握できるようにする。 
イ．社会的な話題について、
話される速さや、使用される
語句や文、情報量などにおい
て、支援をほとんど活用しな
くても、話の展開に注意しな
がら必要な情報を聞き取り、
概要や要点、詳細を目的に応
じて捉えることができるよう
にする。
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開}

}

これまで何をどう学び、これ
からどのように学んでいくの
かという「接続」を意識しな
がら教える

}

言語活動



使える学力（英語力）

使いながら身につける 
（帰納的学習)

■ 具体的な課題等を設定し、コミュニケーションを行う目的や場面、状況
などに応じて、情報や考えなどを表現することを通して、次の事項を身に
付けることができるよう指導する。　【小学校　外国語活動】 

■ 具体的な課題等を設定し、コミュニケーションを行う目的や場面、状況
などに応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、これらを表現する
ことを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導する　【小学
校　外国語】 

■ 具体的な課題等を設定し、コミュニケーションを行う目的や場面、状況
などに応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、これらを論理的に
表現することを通して、次の事項を身に付けることができるよう指導す
る。　【中学校　外国語】 

■ 具体的な課題等を設定し、コミュニケーションを行う目的や場面、状況
などに応じて、情報を整理しながら考えなどを形成し、これらを論理的に
適切な英語で表現することを通して、次の事項を身に付けることができる
よう指導する。　【高等学校　英語コミュニケーション１】

CONTEXT
• When do you use the language? 
（いつ） 

• Where do you use the language? 
（どこで） 

• Who do you use the language with? 
（誰と） 

• What do you use the language for? 
（何のために）

【小学校 外国語】 
(ア) 自分のことや学校生活など、身近で簡単な事柄につい
て、簡単な語句や基本的な表現を聞いて、それらを表す
イラストや写真などと結び付ける活動。 

(イ) 日付や時刻、値段などを表す表現など、日常生活に関す
る身近で簡単な事柄について、具体的な情報を聞き取る
活動。 

(ウ) 友達や家族、学校生活など、身近で簡単な事柄について、
簡単な語句や基本的な表現で話される短い会話や説明
を、イラストや写真などを参考にしながら聞いて、必要
な情報を得る活動。

聞くこと



【中学校 外国語】 
(ア) 日常的な話題について、自然な口調で話される英語を聞い
て、話し手の意向を正確に把握する活動。 

(イ) 店や公共交通機関などで用いられる簡単なアナウンスなど
から、自分が必要とする情報を聞き取る活動。 

(ウ) 友達からの招待など、身近な事柄に関する簡単なメッセー
ジを聞いて、その内容を把握し、適切に応答する活動。 

(エ) 友達や家族、学校生活などの日常的な話題や社会的な話題
に関する会話や説明などを聞いて、概要や要点を把握する
活動。また、その内容を英語で説明する活動。

聞くこと
【高等学校 英語コミュニケーションⅠ】 
(ア) 日常的な話題について、話される速さが調整されたり、基
本的な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら、
対話や放送などから必要な情報を聞き取り、話し手の意図
を把握する活動。また、聞き取った内容を話したり書いた
りして伝え合う活動。 

(イ) 社会的な話題について、話される速さが調整されたり、基
本的な語句や文での言い換えを十分に聞いたりしながら、
対話や説明などから必要な情報を聞き取り、概要や要点を
把握する活動。また、聞き取った内容を話したり書いたり
して伝え合う活動。

聞くこと

【小学校 外国語】 
(ア) 活字体で書かれた文字を見て、どの文字であるかやその文
字が大文字であるか小文字であるかを識別する活動。 

(イ) 活字体で書かれた文字を見て、その読み方を適切に発音す
る活動。  

(ウ) 日常生活に関する身近で簡単な事柄を内容とする掲示やパ
ンフレットなどから、自分が必要とする情報を得る活動。 

(エ) 音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を、
絵本などの中から識別する活動。

読むこと
【中学校 外国語】 
(ア) 書かれた内容や文章の構成を考えながら黙読したり、その
内容を表現するよう音読したりする活動。 

(イ) 日常的な話題について、簡単な表現が用いられている広告
やパンフレット、予定表、手紙、電子メール、短い文章な
どから、自分が必要とする情報を読み取る活動。 

(ウ) 簡単な語句や文で書かれた日常的な話題に関する短い説明
やエッセイ、物語などを読んで概要を把握する活動。 

(エ) 簡単な語句や文で書かれた社会的な話題に関する説明など
を読んで、イラストや写真、図表なども参考にしながら、
要点を把握する活動。また、その内容に対する賛否や自分
の考えを述べる活動。

読むこと



【高等学校 英語コミュニケーションⅠ】 
(ア) 日常的な話題について、基本的な語句や文での言い換え

や、書かれている文章の背景に関する説明などを十分に聞
いたり読んだりしながら、電子メールやパンフレットなど
から必要な情報を読み取り、書き手の意図を把握する活
動。また、読み取った内容を話したり書いたりして伝え合
う活動。 

(イ) 社会的な話題について、基本的な語句や文での言い換え
や、書かれている文章の背景に関する説明などを十分に聞
いたり読んだりしながら、説明文や論証文などから必要な
情報を読み取り、概要や要点を把握する活動。また、読み
取った内容を話したり書いたりして伝え合う活動。

読むこと

まとめ

事後課題
今日の話を基にして、現在各校の「外国
語」で使用している検定教科書のどの活
動・課題が学習指導要領のどの部分を具
現化しているのかを分析し、同僚の先生
方と話し合って下さい。
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